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中 村 文 彦
90K級酸化物超伝草体 Y･Ba-Cu10は その Yサイトを 他の希土頬で 置換するこ
とが出来､そのTcは 変わらない｡我々は､特に この辺伝祥体に対する 磁性の影響
を調べるため 4卜spinの為に 大きな磁性をもつ Gdを.Yに置換した系に対して 磁
気的性質を調べた｡その結果 次のことがわかった｡
1.Tcは酸素の童によって 変わりsamp]eを高温アニールし 繊体窒素にquenchす
ることで 娼伝蒔転移を コントロールすることができる｡さらに Y系よりも Gd系
の方が オルソ テー トラの転移温度は 高い｡
2.電気抵抗及び 交流 ･直流帯磁率の測定によると､この系における 超伝蒔転移
湿度は Gdの磁性の影響を 受けない｡更に直流帯磁率の結果 Gdの momentは およ
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そ 7･5IL6で ほぼ fuH momentがでている｡ また､Veiss温度も 数ケルビンと低
いことより Gdの idnは この結晶中では かなり自由であると思われる｡
3.低塩において (2K付近)Gdは反強磁性転移を起こし 超伝導状態と 磁気的秩
序が共存することを 直流帯磁率の測定より明らかにした｡
4.YとGdの混晶を作り Gdの希釈系について その磁性がどうなるかを調べ､その
酸素の豊を コン トロールすることにより superと non-superのsampleを作り 起
伝尊の Gdの 磁性に対する影響を 調べた｡Gd濃度と N.tel洩度は ほぼ75Ⅹまでは
比例し 60%まで orderが 確認された､また superと non-superでの違いは 見つ
からない｡
これらの結果より､Gd-Gdの相互作用は 双極子相互作用が 支配的であるが ､これ
だけでは Gdの 3D-orderと N占eI温度の高さを 説明することは発しく､Gdの面と
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